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。言語における時について
(On tim.e in lan,guages) 
時は語より以上に明白に語ると云われている。此の言語と時の関係，特に，
時の表示する意味について，外国の文献を参照しながら考えてみたいと思う。
先ず，ホール（EdwardT. Hall）の説を参照しながら，考えてみたい。
(1) 
彼は時の伝える言語ついて次のょに説明している。
Time talks. It speaks more plainly than words. It is manipulated 
l白 Sconciously. It is subject to l鎚sdistortion than the spoken Ian-
guage. 
即ち， 「時は語る。其れは，語より以上に明瞭に語る。其れは，無理をせず
に言葉を上手に用いる。其れは，話し言葉より曲げて伝える事が少ない。」
以上のように述べているが，彼は，大都市に於ける人間関係を調べる委員会
に属しており，その関係で，種々の市の部門で人を採用する場合，労働条件等
で，人種差別が行われているか，否かを調べる事になり，その為，部門の長に
面接する事になるが，この面接について，具体的に次のように述べている。
Special attention had been given to訂rangingeach interview. De-
P訂tmentheads were asked to be prepぽedto spend an hour or more 
discussing their thoughts with me. 
Neverthele弱， appointmentswere forgotten ; long waits in ・ouぬr
offices were common, and the lengt~ of the interview was often・ cut 
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down to ten or fif旬enn血utes.I was usually kept at an impersonal 
distance during the interview. In only one C舗edid the department 
head come from behind his desk. 
即ち， 「特別の注意が，それぞれの面接を準備する為に与えられていた。部
門の長は，一時間を使って，我々と意見交換する為に準備するように依頼され
ていた。それにもかかわらず，約束は忘れられた。外の事務所で長く待つ事は
普通であった。そして，面接の長さは，しばしば，十分か十五分にカットされ
た。私は，普通面接の聞は，冷たく事務的に距離をへだてられていた。一つの
場合だけ，部門の長が，彼の机の後から来た。」
以上のような部門の長の行動の意味するものについて，彼は，次のように述
べている。
What people do is frequently more important than what they say. 
In this伺 sethe way these municipal potentat鎚 handledtime was 
eloquent testimony to what they inwardly believed, for the structure 
and meaning of time systems, as well as the time intervals, are伺 sy
to identify. 
即ち， 「人々が為す事柄は，しばしば，人々が云う事柄よりも重要である。
此の場合，此等の市の権力者達が時をあつかった方法は，彼等が心中信じてい
た事柄に対する表現力に富む証明であった。なぜならば，時の組織の構造も意
味も，時の間隔と同様に，確認する事が容易であるからである。」
以上のように述べているが，尚，具体例として，遅刻する事に関して，次の
ような意味の事を述べている。
In regard to being late there are mumble something periods, slight 
apology periods, mildly insulting periods r伺uiringful apology, rude 
periods, and downright insulting periods. 
即ち， 「遅れる事に関して云えば，次のように述べる事が出来る。即ち，何
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かをつぶやくような時限，少しわびる時限，完全な謝罪を求めての少し侮障す
る時限，無礼な時限，そして，明らさまに侮辱する時限である。 J
以上のように，遅れると云う事から，様々な意味を含むコミュユケージョ γ
を感ずる事が出来る。
尚，彼は，アメリカの電話をする時間について，次のような意味があると述
べている。
In the United States if you telephone someone very e訂lyin the 
morning, while he is sha吋ngor having breakfast, the time of the 
call usually signals a matter of utmost importance and extreme ur-
gency. The s出neapplies for calls after 11 : 00P. M. A call m沼ived
during sleeping hours is apt to be taken as a matter of life and death. 
Our realization that time talks is even reflec句din such common 
expressions as "What time does the clock say？” 
即ち， 「アメリカに於ては， もし，あなたが誰かに朝早く電話をし，その
時，彼が，髭をそるか，朝食を取っているならば，その電話の時間は，普通，
最も重要な事か，極端に急がしい事を示す。同様な事は， 1時以後の電話にも
適用される。睡眠時間中受けた電話は，生死に関する事柄として取られがちで
あるo ”時間が語る”と云う我々の認識は， ”時計は何時を告げますか” ．と
云うような普通の表現の中にさえ反映されている。 J
以上のように電話の言語的作用について，述べているが，此の事は，アメり
カに限ったわけでなく，日本に於ても同様な事が云えると思う。尚，別の例と
して，彼は，ジ冨 Y，アーシム (JohnU鑓em）の南太平洋に於ける白人の監
督に対する原地人の身分保障についての交渉時聞に関し，次のように述べてい
る。
When they finally arrived at a solution, they went 旬 S偲 the
plant m釦 agerand woke him up to tel him what had been decided. 
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Unfortunately it was ・then be.tween two and three o’clock in the 
morning. They did not know that it is a sign of extreme urgency to 
wake up Americans at this hour. 
As one might expect, the American plant manager, who understood 
neither the . local language nor the culture . nor what the hullabaloo 
was al about, thought. he had a riot on his hands and called out the 
Mat匂es.
即ち， 「彼等が，ついに解決に到達した時，彼等は，一緒に工場の監督に会
いに行った。そして，・1決定された事を彼に告げる為に，彼を起した。運悪く其
の時，午前2時と 3時の間であった。彼等は，此の時聞にアメリカ人を起す事
は，極端に緊急の合図である事を知らなかった。人が考えるかも知れないよう
に，其のアメリカ人の工場監督者は，地方の言語も，文化も，騒ぎについても
理解していなかった。そこで，彼は，両手に棒を持ち，海兵隊に電話をしよう
と考えた。」
以上のように書いているが，結局，監督は，原始人達の時間帯についての考
えを知らなかったのである。一般アメリカ社会では，重要な連絡事項は，午前
の中頃か午後にされるのが普通である。更に，彼は，アメリカ社会の習慣につ
いて，次のような例を述べている。
In the social world a girl feels insulted when she is asked for a date 
at the last minute by someone whom she doesn’t know very well, 
and the person who extends創iinvitation to a dinner party with only 
three or foぽ day’snotice has to apologize. 
即ち， 「社交上では，女性が，余り良く知らない男性から，全く時間の余裕
なしにデートを申し込まれる時，侮辱されたように感ずる。そして，ディナー
パーティへの招待を，僅か三、四日前に，延期する事を知らせる人は，詫びね
ばならなし、。」
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次に， リー ド， タイム〈先行の時間〉について考えてみたいと思う。リー
ド，タイムとは，約束をしてから，その事を実行する迄の時聞をさす。この事
について，彼は，次のように述べている。
Advance notice is often referred in Am釘icaas”lead time”， m 
expression which is sig凶ficantin a culture where schedules are impor-
tant. While it is learned informally, most of us are famili訂 with
how it works in Oぽ ownc叫tぽ・e,even though we侃nnot state the 
rules technically. 
即ち， 「前もっての告知は， しばしば，アメリカに於ては， リードタイムと
して述べられている。即ち，スケジュールが重要視される生活様式の中で，重
要である表現である。其れは， 非公式に学ばれるが， 我々の大部分は， たと
い，そのルールを技術上述べる事は出来ないとしても，其れが，我々自身の生
活様式の中で作用する方法に慣れている。」
では， リード，タイムは，他の国々の生活様式に於ては，如何にあっかわれ
ているかを考えてみると，彼は，次のように述べている。
The rules for lead time in other cultぽ・es, however, have rarely 
b飽 nanalyzed. At the most they are known by experience to those 
who lived abroad for some time. 
即ち， 「他の生活様式の中でのリード， タイムに対するルールは，けれど
も，細かく調べられる事は少ない。大部分は，其れ等は，外国でしばらくの閉
幕らした人々の経験によって知られる。」
しかし リードタイムの重要性について，彼は，次のように述べている。
Yet think how important 1t 1s to know how much time is required 
to prep訂epeople, or for them to prepare themselves, for things to 
come. 
即ち， 「けれども，人々に準備させ，又は，彼等自身が準備し，将来生ずる
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事柄に，如何に多くの時聞が求められるかを知る事は，如何に重要であるかを
考えなさい。」
このリード，タイムも，終局は，無言の言語であり，その表現方法は，各国
に於て多少の差が見られるので，その調整は，随分と困難を生ずるものである
と言える。彼は，これについて，次のように述べている。
The fact that the me鎚ageconveyed is couched in no formal vocab-
ulary makes things doubly difficult, because neitherpartyαn get 
very explicit about what is actually taking place. 
即ち， 「伝えられるメッセージが，フォーマノレでない語であらわされると云
う事実は，物事を二重に困難にする。なぜならば，如何なる入札実際に生じ
ている事柄について，余り明白に知る事は出来ないからである。」
以上のように述べて，フォーマルでない語は，伝えられるメッセージを，一
層困難にすると云っているが，更に，彼は，アメリカ人が時を如何に考えてい
るかについて，次のように述べている。
As a rule, Americans think of time as a road or a ribbon stretching 
into the future, along which one progresses. The road has segments 
or comp釘 tmentswhich釘eto be kept discrete. People who cannot 
schedule time are looked down as impractical. 
即ち， 「概して，アメリカ人達は，時を人が進んで行く未来に向って延びて
いる道か，細かく区分されたものとして考える。その道は分離されている。区
分を持っている。時を予定する事の出来ない人々は，実際的でない者として，
見下げられる。 j
次に，ロ γグタイム (longtime）の表現する窓味について考えてみると，
ホールは次のように説明している。
For us a ulong timeu can be almost anything-ten or twenty yeぽs.
two or three months, a few weeks or even a couple of days. The 
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South Asian, however, feels that it is perfectly realistic to think of 
a "long time" in terms of thousands of yeぽsor even an endlessperiod. 
即ち， 「我々に取って，”ロングタイム”は，ほとんど，何にでもなりうる。
即ち，十叉は十二年，二，三カ月，二，三週間，叉は，二日等である。けれど
も，南アジア人は， Hロングタイム”を，数千年，又は，無限の期間と考える
事が，完全に現実的であると，感じているo」
以上の様に述べているが，結局，夫々の国，即ち，文化の違いで”ロ γグタ
イム”の表示する意味も随分と差があると云えるo
尚，アメリカ合衆国内でも，プエプロ，イ γディア γの場合は，かなり他の
アメリカ人とは時についての観念が相違しており，この事について，彼は，次
の様に述べている。
The Pueblo Indians, for example, who ltve m the southwest, have 
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a sense of time which is at complete variance with the clock-bound 
habits of the ordinary American citizen. For the Pueblos events begin 
when the time is ripe and no sooner. 
即ち， 「プエプロ，インディア γは，例えば，南西に住んでいるが，普通の
アメリカ市民の時聞に制約された習慣とは，全く違っている時の感覚を持って
いる。プエプロにとって，出来事は，時が熱し，さしせまる時に始まる。 J
結局，彼等にとっては，前以って，物事の時聞を定めると云うような事は，
考えられないのである。
では，ナヴァホ，イ γディアンの場合は，如何であるうか。彼は，次のよう
(4) 
に述べている。
To Navajo time is like space-only the here and now is quite real. 
The future has litle reality to it. 
A promise of future benefits is not even worth thinking about. 
即ち， 「ナヴァホにとって，時は空間の様なものである。ただ，現在が全く
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の真実なのである。未来は，ナゲァホに対しては，殆んど，真実性が無いので
ある。将来の利益になる事等の約束は，考えるだけの価値さえ無いのである。」
叉，人類学者ポール・パハアーナ :.t(Pa叫 Bohannan）は，ナイジエリアに
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住むチプ人の時の扱い方について，次のように述べている。
They point to the sun to mclicate a general time of day, and they 
also observe the movement of the moon as it waxes and wan錨.What 
is difficult is the way they u鵠釦dexperience time. For the Tiv, 
time is like a capsule. There is a time for visiting, for cooking, 
or for working ; and when one is in one of these times one does not 
shift to another. 
即ち， 「彼等は，一日の普通の時を示す為に，太陽を指示す。そして，彼等
は叉，月が満ち，欠けるにつれて，その動きを観察する。難しい事は，彼等が
時を用い，そして，経験する方法である。チプにとって，時はカプセルの様な
ものである。訪問する時間，料理するための時間，働く為の時聞がある。そし
て，人がこれ等の時間の中の一つに居る時は，人は他の時聞に移らない。 J
以上のように，彼等は，時間を取ら得ているのであるoでは，一週間につい
ては，彼等は，如何に考えているのであるうか。ホールは，次のように説明し
ているo
The Tiv equivalent of the week lasts five to鵠 vendays. It is not 
tied into periodic natural events, such as the ph舗 esof the moon, 
The day of the week is named after the things which are being sold 
in the nearest "market.”If we had the equivalent, Monday would 
be”automobiles”h washington, D. C，”furniture”泊 Baltimore,and 
”yard goods”h New York. 
即ち， 「チプの一週間に相当するものは，五日から七日迄続く。其れは，月
の面のように，期間的な自然、の出来事に，しばられない。一週間の日は，最も
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近いマーケットで売られている物の名を取って名づけられる。もし，我々が，
その旺日に相当する物を持っていたならば，月旺日は，ワシントン， D. Cの車
に，パルチモアの家具，ユューヨークの反物となるであろう。」更に，次のよ
うな物も，旺日として名づけられると云っている。
Each of these might be followed by the days for appliances, liquor. 
and diamonds in the respective cities. 
即ち， 「各旺日は，それぞれの市に於ける器具，酒類， ダイアモγ ド等の名
がつけられるかも知れない。」以上述べて来たように，時の表示する意味は，
各国で差が認められるが，特に，少数民族と先進国民との聞には，随分と差が
認められるのである。
次に， レピン（D.R. Levine）とアテ’ルマン（M.B. Adelman）の説を参
<6) 
照しながら，時について考えてみたいと思う。
時は， 無言の言語であり， その意味は， 叉，文化に結びついていると云え
る。彼女等は，具体的例として，次のように説明しているo
A culture that values achievement and prog問鉛 willdiscourage peo-
pie from wasting time. Highly efficient business people from these 
cultures may feel frustrated in a country where work proceeds at a 
slow pace. In religious soc1et1es, customs specify times of the day, 
week, or year for prayer and religious celebrations. If an individual 
tries to make an appointment during a sacred holiday, he or she could 
unknowingly offend a religious person. Social etiquette determines 
appropriate times for visits, meetmgs，組deven phone calls, Arriving 
two hours late for an appomtment may be ac白 ptablein one c叫tぽ・e,
whereas in another, keeping someone waiting fifteen凶 nutesmay be 
considered rude. 
即ち， 「成就と進歩を重んずる文化は，人々が時間を浪費する事を，思いと
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どまらせるであろう。此等の文化からの高度に有能な実業家達は，仕事がスロ
ーベースで進む国では，不満を感ずるかも知れなし、。宗教的社会に於ては，慣
習は，祈りや宗教的祭の為に，日や， 週や， 年の時を指定する。もし， 個人
が，神聖な休日中に，一つの約束をなそうとするならば，彼又は彼女は，知ら
ない中に，信仰の強い人を，怒らせることになるだろう。社交的儀礼は，訪問
や，会合や，そして，電話をかけるための適当な時聞を決定する。約束に対し
て二時間遅れて着く事は， 一つの文化の中では受け入れられるかもしれない
が，しかし，他の文化では，誰かを十五分待たせる事は，失礼であると考えら
れるかも知れない。」
以上の様に，時が一つの文化の中で，如何に重要なコミュユケーションの役
割を果しているかを述べているo
時を表示するのに， 過去， 現在， 未来等があるが，特に，アメリカに於て
は，未来の時に，非常に強い関心を示す事が多いと云われているが，この事に
ついて，彼女等は，次の様に述べている。
A future orientation, encompassing a preference for change, is char-
acteristic of American culture. The society encourages people句 look
to the future rather than ぬ thepast. Technological, social and artis-
tic trends change rapidly and affect people’s lifestyles and their rela-
tionships. 
即ち， 「未来への適応は，変化への選択を抱きながら，アメリカ文化の特色
である。社会は，人々が過去に対してより，未来に対して眺めるように促す。
技術的，社会的，芸術的傾向は，急速に変化し，そして，人々の生活様式や，
人間関係に影響する。」
以上の様に述べているが，更に，他の文化に於けるタイムの評価について，
次のように説明している。
As individuals in a culture, we al have an intuitive understanding 
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about how time is requlated. Usually we do not think about the con-
cept of time until we interact with others who have a different time 
orientation. 
Although individuals from any two cultures may view time similar-
ly, We often sen鉛 thatin another culture, life seems to proceed at 
either a slower or fa~ter pace, Knowtng how time is regulated, di-
vlded, and perceived can provide valuable insights into individuals and 
their cultures. 
即ち， 「一つの文化の中の個人等として，我々は，すべて，時が規制される
方法について，直観的諒解を持っている。普通，我々は，違った時間の適応力
を持つ他の人々と影響し合う迄は，時の概念について考えない。何か二つの文
化から， 個人達は時を同様に眺めるかも知れないけれども，我々は， しばし
ば，別の文化では，生活は，よりゆっくりか，又は，より早い速度で進むよう
に見えると云う事を感ずる。如何に時が規制され，配分され，認識されるかを
知る事は，価値ある洞察力を，夫々の個人や，彼等の文化の中に，与える事が
出来る。」
以上の様に，それぞれの文化に於ける時の表示する意味について，述べてい
る。
アメリカ人は時を示すのに，有形なものと考えているとして，次の様に彼女
等は説明しているo
Time is tangible : one can "gain timeヘ”spendtime”，waste time", 
”鈎vetime”， or even”kil t泊施”，
即ち， 「時は有形である。即ち，人は， ・時を得る事’， e時を過す事＼・時を
浪費する事＼・時を節約する事’，叉は， e時を殺す事’さえ出来るo」
続いて，具体的質問を，次のように述べている。
”Do you have叩 ytime？””Can you get some time for this？” 
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••How much free time do you have？” 
即ち， 「あなたは少しの時闘を持ちますか。あなたは，この為にいくらかの
時聞を持つ事が出来ますか。あなたは，どの位自由な時聞を持っていますか。」
以上のように， 時聞を所有物として考える習慣は， アメリカ人の生活に対
し，重要な影響を与えるのであるo尚，こうした事について，彼女等は，次の
ように述べている。
Generally, Americans are ta!.Ight to do one thing at a time and may 
be uncomfortable when an activity is interrupted. In businesses the 
careful scheduling of time and the separation of activities are common 
practices. The id伺 thatuthere is a time and place for everything'' 
extends to American social life. Visitors who drop by without prior 
notice may interrupt their host’s personal time. To accommodate 
other people’s schedules, Americans make business plans and social 
engagemen抱 severaldays or weeks in advance. 
即ち， 「一般にアメリカ人達は，一時に一つの事をなすように考えられる。
そして， 一つの行動が邪魔される時， 不倫快になるかもしれない。仕事の上
で，時の注意深い計画と，行動の分離は， 普通行われる事であるo ”何事にも
適当な時と所がある”。 と云う考えは，アメリカ社会生活に拡がっている。前
もって，知らせることなしに訪問する人々は，彼等を迎える主人の個人的時間
を防害するかもしれない。他の人々のスケジュールに合わせるために，アメリ
カ人は仕事上のプラ γや，社交上の取り決めを，前もって，数日か数週間前に
作る。」
以上のように，時がアメリカ社会に加何に入りこんでいるかについて説明し
ている。
アメリカに於ては，時は語ると云われるoこれは，アメリカに限ったわけで
はないが，無形言語と云われる”時”は，コミュニケーションに於て，重要な働
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きをしていると云える。こうした事について，クローフ（Donald.W. klopf) 
の説を参照しながら考えてみたい。彼は，具体的に次の様に述べている。
What time says is crucial in our relations with others.日・omisesto 
meet deadlin笛 orkeep appointments訂etaken very seriously in some 
societies and penalties are imposed for being late or not completing a 
旬skin the required time. 
即ち， 「時が語ると云う事は，我々と他人との関係で重大である。締切に聞
に合うように，叉は，約束を守ると云う事は，或る社会では，非常に重要であ
ると考えられている。そして，ベナノレティが遅れた事や，求められた時聞に仕
事を完成しない事に対して科せられる。」
以上の様に述べているが，彼は，クロニミックス〈時間学〉について，次の
ように述べている。
Chronemics is the technical term attached to the study of time in 
human communication, and there has been a great deal of it because 
of its impact upon people’s behavior. 
即ち， 「時間学は，人間のコミュニケーションに於ける時の研究に属する技
術的な用語である。そして，人々の行動に対するその影響の為に，非常に重要
である。 J
尚，時の概念は，文化の違いによって，叉変るものである事は，前に述べた
通りであるが，西洋人の時についての考え方につき，彼は，次の様に述べてい
る。
Westerners conceive of time in past, present, and future terms. 
Time to the Westerner is something to be manipulated, made up, 
saved, spent, and wasted. Time is an錨pectof history rather than a 
part of immediate experience. The present is treated by the western-
er as a way-station or an intermediate point between the past and 
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the future. 
即ち， 「西洋人は，過去，現在，そして，未来の期間で，時を認識する。西
洋人にとって，時は，言葉を上手に使い，埋め合わせ，貯え，用い，そして，
浪費する何かである。時は，直接の経験の一部よりむしろ，歴史の面になる。
現在は，西洋人によって，過去と未来との聞の中間駅か，中間点として取り扱
かわれるo」
尚，彼は， 日本の禅に於て，時が如何に扱われるかについて，次のように説
明しているo
In Japanese Zen, time is treated like a limitless pool. Events occur, 
they cause ripples, and then the ruffles subside. What is significant 
is the event in the absolute present, not the simple past, present or 
future. 
即ち， 「日本の禅に於ては，時は，無限界のプールの様に取り扱われるo出
来事が起るoそれ等は，小波を起させる。それから，波立ちが，消えてゆく。
重要な事は，単なる過去，現在又は未来ではなくて，絶対的な現在に於ける出
来事である。 J
次に，時が，コミュニケーションに対し，如何なる効果を与えるかについて
考えてみたい。
ヨミュユケーショ γの効果は， 応答のスピードによって違ってくると， 彼
は，次のように説明している。
The fast speaker may be regarded with suspicion ; he is trying to 
put something over on us by talkmg fast釦 dnot giving us much 
chance to think about what he is saying. The slow speaker also may 
cause concerns ; he does not know what he is talking about or he 
thinks we are children，鈎 hehas to enuciate his words cl鎚 rlyand 
slowly. 
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即ち， 「速く話す者は，疑いをもって見なされるかも知れない。彼は，速く話
す事によって，我々に上手に何かを伝え，そして，彼が云っている事柄につい
て，余り多くの考える機会を与えないように努めている。ゆっくり話す人は，
叉，懸念を引き起すかも知れない。即ち，彼は，何について話しているのかわ
からない。又は，彼は，我々が子供であると考えるoそこで，彼は，彼の言葉
を，はっきりと，ゆっくりと，述べねばならない。」
以上の様に，時が，如何に人聞の発話に影響するかを述べているo
次に，コミュニケーションに於て，時の用い方が，如何に人聞の感情に影響
するかについて考えてみると，先ず，彼は，アメリカの例をあげて，次のよう
に説明している。
Many of our feelings about those who communica旬 withus訂e
based upon how they use time, Americans, for example, habitually 
leave very litle time between statements in face to face communica-
tion. An unusual pause by a participant in a conversation generally 
signifies that it is the other person’s turn to talk. 
即ち， 「我々とコミュユケートする人々についての我々の感情の多くは，彼
等が，如何に時を使うかに基づいている。例えば，アメリカ人は，習慣的に，
面談の場合は，其の話の聞に，殆んど，時をおかない。会話の場合，関係者に
よる普通でない休みは，一般に，相手の人の話す順番である事を意味する。」
更に， 彼は， アメリカと日本との時の役割を比較して， 次の様に述べてい
るo
Silence communicates many things, and it plays a開rticularlysig-
nificant role in the Japanese culture. Americans are afraid of long 
pauses during conversation, and are always trying to fil the gaps of 
silence with proper topics. The Japanese, on the contrary，訂enot 
bothered by such long paus飴， and訂・ecomfortable with them ; they 
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sometimes even feel at home with a person who talks litle or with 
long br句 ks.
即ち， 「沈黙は多くの事柄を伝える。そして， 其れは， 日本の文化の中で
は，特別に重要な役割を演ずる。アメリカ人達は， 会話中， 長い休みを恐れ
る。そして，常に，適当な話題で，沈黙の隙聞を満たそうと努めているo日本
人は，これに反して，このような長い沈黙によって，悩まされなし、。そして，
その沈黙で，気分がよくなる。彼等は，時々，殆んど，話しをせず，長い休み
を持ちながら語る人に親しささえ感す．るo」
次に，彼は，ホール（Hall> 1976）のモノクロニック・タイム（単線型時間）
の例をあげて，次のように述べている。
Monochronic time is employed and valued by North Americans of 
European. Appointments, subedules, and promptness are emphasized 
with the clock paramount. 
At work, time clocks record the. time arrived and the time depar-
旬d.
即ち， 「モノクロユック・タイム〈単線型時間）は， ヨーロッパ系北アメリ
カ人等により用いられ，価値づけられる。約束，計画，そして，敏速さ等が，
時計を至上のものとして，強調される。仕事中，時計は，始まり，そして，終
る時聞を示す。」
モノクロニック・タイムに対する語は，ポリクロユック〈多線型時間〉であ
るが，これについて，彼は，次の様に説明しているo
In Latin American countries a polycbronic time orientation pervades 
the people’s minds; time is not p訂・amountfor them. They訂eex-
pee句dto be late, and in doing so they show r鎚 pect.
即ち， 「ラテγアメリカの国々に於ては，ポリオクロユック・タイム〈多線
型時間〉の適応が，人々の心にゆきわたっている。時は，彼等に取っては，最
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高のものではない。彼等は，遅れる事を期待される。そして，そうする事によ
って，彼等は，尊敬の心を示す。」
以上の例のように，単に遅れる事が，夫々の固に於て，如何に対応が異なる
ものであるかがわかるのであるが， 次に， 人を待たせる事が， アメロカに於
て，如何に受け取られているかについて，彼は，具体的に，次のように説明し
ている。
Waiting time exer抱 considerableimpact upon our communication 
behaviors. Most, for example, b旬。mem飽 syif they are kept waiting 
for more th叩 tenminutes for an appointment. They assume that 
the pぽsonwho is making them wait is rather unconcerned with their 
well-being and holds them in fairly low regard. 
Anxiety or anger builds in the per鈎nkept waiting, and these emo-
tions frequently affect whatever communication follows. 
即ち， 「待ち時間は，我々のコミュユケーショ Yの行動の上に，かなりの影
響を及ぼす。例えば，大部分の者は，約束に対して十分以上待たされつづける
ならば，不安になる。彼等は，彼等を待たせている人は，彼等の良い暮しぶり
に， かなり無関心であり， 彼等に， かなり低い関心を抱いているにすぎない
と，推測する。心配や怒りが，待たせられた人の中に生ずるoそして，此等の
感情は，しばしばつぎつぎ生ずるどんなコミュユケーショ γにも影響する。 J
尚，彼は，人々が，そのコミュニケーショ γに於て，より多くの時聞を持て
ば持つ程， その結びつきは強くなると， 云っており， 次のように説明してい
る。
The length of time we spend with someone also has its impact upon 
communication. The more time we spend with a person, the clo田r
is the connection between us. The less time we spend with someone, 
is the weaker the connection. 
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即ち， 「我々が，誰かと過す時の良さは，ヨミュニケーションにその影響を
与える。我々が，人と過す時聞が多ければ多い程，我々の聞の結びつきは親密
になる。我々が，誰かと過す時聞が，少なければ少ない程，その結びつきは，
弱くなる。」
以上のように，人と過す時間の長短が，如何にコミュユケーショ γに影響す
るかについて説明している。
次に，我々が，ヨミュユケーションの為に選ぶ”時”そのものが蜘非常な効
果を示すものであるとして，彼も又，電話の例をあげて，次のように説明して
いる。
Whenever we receive a phone cal after midnight, for example, we 
become very concerned. That time of day is generally reserved for 
calls which report emergencies of one kind or another. Similarly, 
business calls are usually placed on weekdays between nine and five in 
most western societies. A busmess cal on a Saturday or Sunday is 
generally unusual, and the person called normally responds according-
Iy. 
即ち， 「我々が，例えば，夜中後に電話の呼び出しを受ける時は何時でも，
我々は，非常に心配になる。一日のその時聞は，普通，ー，二の種類の緊急な
事を知らせる電話の為に，取っておかれる。同様に，仕事上の電話は，大抵の
ヨーロッパ社会では，ウィーク・デイの9時と5時の聞に取られる。土旺か日
旺の仕事上の電話は，一般に，普通でなし、。そして，電話をかけられた人は，
普通，それなりの応答をする。 J
以上の電話の様に，如何に時が， コミュユケーションに於て，大事な役割を
なすかが理解出来る。時は，つまり，形の無い重要な言語である事を示してい
る。
次に，マリオ．ベイ（MarioPei）の説を参照しながら，考えてみたい。
(9) 
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言語が，時の影響を非常に受ける事は，前述した通りであるが，結局は，心
理言語学に属するものと考えるが，具体的に云えば，一つの思考型と云えるで
あろう。この事について，ベイは，次のように述べている。
The type of language customarily used by the individual affects his 
type of thinking; for instance, the reason why westerners have a 
clear sense of time distinctions, as embodied in train schedules, time 
clocks, and due dates for payments, is that the western language 
have specific time distinctions built into their verbal systems, while 
the speakers of some American Indian languages in which the verb is 
timeless shrug their shoulders at the idea of doing things on time. 
It might be objected that the reverse is true : the language develops 
clearcut time distinctions, with pre鵠nt,past, future, and perfect 
tenses, to keep pai伺 withthe needs, customs, and institutions of 
its speakers. 
即ち， 「個人によって習慣的に用いられる言語の型は，彼の思考型に影響す
るo例えば，西洋人達が，列車の予定表や，タイム・レコーダーや，支払日等
にまとめられているように，時の区別について，はっきりした意識を持ってい
る理由は，ヨーロッパ語は，彼等の言語組織の中に建てられた特別の時の区別
を持っていると云う事である。反面，動調が時を超越しているいくらかのアメ
リカ・イ γディアン語の話し手達は，物事をきちんとなす考えに，肩をすくめ
る0 ・逆も真なりと’，反対を述べられるかも知れない。言語は，現在，過去，
未来，完了時制と共に，その話し手達の必要や，習慣や，制度等と歩調を保つ
為に，はっきりした時の区別を発展させる。 J
以上の様に，ベイは，言語に於ける時の影響について述べているo
次に，スチュアート，チェス（StuartChase）の説を，参照しながら考えて
(10) 
みたいと思う。
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先ず，彼は，相対的と思われるスペース〈空間〉とタイム〈時〉について，
前に述べたウアーフ（wharf）の説を参照しながら，次の様に述べている。
Another set of assumptions underlying western culture, says wharf, 
imposes upon the universe two grand cosmic. forms : space and time. 
Space in our thinking is static, three-dimensional, and infinite; be-
yond the last ar＇伺 isalways another area. Time is kinetic and one-
dimensional, flowing perpetually and smoothly from the past to the 
pr鉛entand into the future. 
即ち， 「ウアーフが云うように，西洋文化の基礎になる他の一組の想定は，
宇宙の上に二つの威大な無限の形，即ち，空間と時を課する。我々の思考の中
の空間は，静止している，三次元の無限のものである。過去の分野を越えて，
何時も他の分野があるo時は動的であり，そして，一次元であり，過去から現
在に，そして，未来えと，絶えず，スムーズに流れている。」
以上の様に述べているが，更に，時について，具体的に，次の様に説明して
いる。
Time, especially, causes us to be oriented towards calendars, dates, 
the course of history, time tables, clocks, time wages, races against 
time, accounting, compound interest, actu訂 ialstatistics, annals, dia-
ries, the age of the rocks, of the earth of the solar system, of the 
uruverse. 
即ち， 「時は，殊に，カレγダー，日付，歴史課程，時間表，時計，時間給
与，時間との競争，経理，複利，保険統計， 年鑑， 日誌， 岩石や， 地球や，
太陽系や，宇宙の年令等に対して，心を向けさせる。」
次に，天文学者フレッド， ホイル（FredHoyle）の説を， ヨーロッパ人が
(11) 
理解するのは困難であると，彼は，次のように説明している。
It is difficult for westerners to conceive of what Fred Hoyle, the 
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as廿onomer,calls ”continuous creation”， for we want to start things 
moving at a definite date, and build up from there. 
Time impels us to look ahead in planning progJ:'.ams, schedules, 
appropriations, balan伺dbudgets. 
即ち， 「ヨーロッパ人達が，天文学者フレッド，ホイルが， e絶えざる創造’
と呼ぶ事柄を，認める事は困難であるo なぜならば，我々は，物事を定まった
日付で動かし始め，そして，そこから作り上げたいと思うからであるo時は，
我々を，プログラムスケジューJv1 経費，均衡予算を作る事で，前向きであ
るように押し進める。」
以上の様に述べているが．更に，彼は，同時性を認めようとしないホピイ語
について，次の様に述べている。
The Hopi language does not raise the tough question whether things 
in a distant village exit at the same pre鑓ntmoment as things in 
one’s own village. Thus it avoids the id鎚 ofsimultanety, which has 
plagued western scientists for generations, and was only banished by 
relativity. The thoughts of a Hopi about events always include both 
space and time, for neither is found alone in his world view. Thus 
his language gets along adequately without tenses for its verbs, and 
permits him to think habitually in terms of space-time. 
即ち， 「ホピイ語は，一つの速くの村にある物が，人自身の村にある物と同
じように， 現在の瞬間に存在するか， どうかと云う困難の問題を提起はしな
い。この様にして，ホピイ語は，同時性の，思考を避ける。そして，其れは，西
洋の科学者達を，何代もの間悩まして来た。そして，相対性によってのみ消さ
れた。出来事についてのホピイの考えは，常に，空間も時も含んでいる。なぜ
ならば，どちらも，一つだけでは，彼の世間の視界の中に，見い出されないか
らであるo この様にして， eホピイ’の言語は，動詞に対する時制jなしで，十分
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に流通している。そして，ホピイに空間と時の言葉で，習慣的に考える事を可
能にする。」
以上の様に，時が，如何にホピイの生活の中に入り込んでいるかを，述べて
いる。
時が，如何に無形の言語として，人間生活の中で，重要な働きをしているか
について，外国の文献等を参照しながら，其の一端を述べた次第です。
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